
広 報 �

山のめぐみ 
　「昔、スノ小屋でゼンマイ採りをしていた頃が懐かしい」

と当時を振り返る五味沢の齋藤美津枝さん。 

　明るい日差しのもとで、傍らに座る孫に山の恵みの豊かさ

と培ってきた技術を、目を細めながら語りかけている。 

輝きの瞬間 
と き 

3
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お
ぐ
に
山
菜
の
学
校
実
行
委
員

会
が
主
催
す
る
第
二
回
お
ぐ
に
山

菜
の
学
校
（
渡
辺
重
信
校
長
）
が
、

五
月
二
十
二
、
二
十
三
日
ま
で
の

二
日
間
に
わ
た
り
、
小
玉
川
わ
ら

び
園
、
泡
の
湯
温
泉
三
好
荘
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
わ
ら
び
園
で
の
山
菜

と
り
の
ほ
か
、
あ
く
抜
き
や
漬
け

方
な
ど
の
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

関
東
な
ど
県
内
外
よ
り
参
加
さ
れ

た
約
三
十
名
の
皆
さ
ん
は
、
小
国

の
自
然
を
満
喫
し
、
二
日
間
の
学

校
を
�
卒
業
�
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
「
花
回
廊
よ
ー
ざ
ん
ろ
ー
ど
を

つ
く
る
会
」
主
催
の
植
樹
祭
が
、

四
月
二
十
五
日
、
町
立
病
院
前
広

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
は
、

全
国
の
置
賜
地
区
出
身
者
で
組
織

し
て
い
る
も
の
で
、
自
分
た
ち
の

生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
に
四
二
・
一

九
五
�
の
桜
回
廊
を
つ
く
ろ
う
と

企
画
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
会
員
四
十
人
が
参
加

し
、
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
な
ど
の

苗
木
二
十
一
本
を
丈
夫
に
育
つ
こ

と
を
願
い
な
が
ら
、
一
本
一
本
丁

寧
に
植
え
て
い
ま
し
た

　

今
年
で
十
五
回
目
を
迎
え
た

「
お
ぐ
に
石
楠
花
ま
つ
り
」
が
五

月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
の
五
日
間

に
わ
た
っ
て
道
の
駅
「
白
い
森
お

ぐ
に
」
特
設
会
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

会
場
に
は
、
町
内
愛
好
家
が
育

て
た
約
七
百
鉢
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が

展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
約
一
万
人
の

方
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
の
そ
ば
で
は
、
小
国

の
特
産
物
な
ど
も
販
売
さ
れ
、
小

国
の
春
を
堪
能
す
る
多
く
の
人
で

賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

一
万
人
が
訪
れ
た

石
楠
花
ま
つ
り

小
国
の
自
然
を

存
分
に
満
喫

置
賜
の
桜
回
廊
を

目
指
し
て
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小
玉
川
地
区
の
熊
ま
つ
り
が
、

五
月
五
日
、
国
民
宿
舎 
飯  
豊  
梅
花 

い
い 

で 

か
い
ら

 
皮 
荘
前
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ぎ
　

三
百
余
年
の
伝
統
を
誇
る
こ
の

ま
つ
り
は
、
熊
の
冥
福
を
祈
る
と

と
も
に
、
山
の
神
に
猟
の
収
穫
を

感
謝
す
る
た
め
、
小
玉
川
地
区
で

国土交通省北陸地方整備局
飯豊山系砂防事務所
所長　古川正幸さん

ー この人に聞く ー ー この人に聞く ー 

　４月から国土交通省北陸地方整
備局飯豊山系砂防事務所の所長に
就任された古川正幸さんにお話を
うかがいました。
　「私たちの仕事の役割は、土砂災
害から、地域の皆さんの安全、安
心を確保することです。町民の皆
さんとの対話をとおして、少しで
も町のことを知り、砂防事業に反
映させていければと思います。
　飯豊山系砂防事務所では、周辺
の自然環境との共生に配慮しなが
ら、羽越水害のような大きな災害
の再発防止につとめています。そ
のため、砂防堰堤の設置や災害時
に役立つ情報基盤の整備を進めて
います。また、昨年完成しました
流木処理施設で作られる炭の有効
な活用も検討していきたいと考え
ています。
　私は、小国町を訪れるのが初め
てですが、山歩きが好きですので、
お勧めの場所がありましたら、教
えていただければと思います。自
然豊かな小国町の生活を楽しみた
いです」。

受
け
継
が
れ
て
き
て
い
る
も
の
で

す
。
残
雪
の
飯
豊
連
峰
を
背
景
に

神
事
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
熊
狩
り

の
模
擬
実
演
な
ど
も
披
露
さ
れ
、

訪
れ
た
約
二
千
人
の
か
た
が
た
は
、

マ
タ
ギ
独
特
の
文
化
を
堪
能
し
ま

し
た
。

　

お
ぐ
に
保
育
園
に
こ
の
ほ
ど
、

足
半
（
あ
し
な
か
）
四
十
足
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
幸
町
の

老
人
ク
ラ
ブ
幸
和
会
（
高
橋
栄
次

会
長
）
の
会
員
の
皆
さ
ん
約
二
十

五
名
が
丹
精
込
め
て
作
っ
た
も
の

で
す
。

　

贈
ら
れ
た
足
半
は
、
わ
ら
だ
け

で
な
く
赤
や
青
な
ど
、
色
と
り
ど

り
の
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
織
り
込

み
、
か
わ
い
ら
し
く
仕
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
保
育
園
で
は
、
今
後
、

行
事
な
ど
で
大
切
に
使
っ
て
い
き

た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

300年続く

マタギ文化を堪能

ぬくもりのある

足半（あしなか）ありがとう

地域の皆さんの声を
砂防事業に反映させていきたい

5/5

5/26
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小
国
町
は
、

約
三
人
に
一
人
が
高
齢
者

　

平
成
十
五
年
四
月
一
日
現
在
に

お
け
る
町
の
高
齢
化
率
（
総
人
口

に
占
め
る
六
十
五
歳
以
上
の
人
口

の
割
合
）
は
、
二
九
・
五
％
。
こ

れ
は
、
山
形
県
の
二
四
・
四
％
、

全
国
の
一
八
・
五
％
（
平
成
十
四

年
十
月
現
在
）
と
比
べ
る
と
そ
れ

ぞ
れ
五
ポ
イ
ン
ト
、
一
一
ポ
イ
ン

ト
高
く
、
本
町
の
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま

た
、
我
が
国
全
体
が
、
世
界
に
例

を
見
な
い
超
高
齢
社
会
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
高
齢
者
の
か

た
が
た
が
培
っ
て
き
た
知
識
と
技

能
を
生
か
し
た
活
力
あ
る
地
域
社

会
を
築
き
上
げ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
社
会
全
体
で
そ
の
仕
組
み

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

の
成
り
立
ち

　

高
齢
社
会
の
進
展
と
と
も
に
高

齢
期
を
有
意
義
に
し
か
も
健
康
に

過
ご
す
た
め
、
長
年
培
っ
て
き
た

知
識
・
技
能
を
地
域
社
会
へ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設
立
３
周
年  　

特　　　集

高齢者の社会参画を目的に小国町シルバー人材センターが、高齢者の社会参画を目的に小国町シルバー人材センターが、
平成平成1313年年66月に設立され、今年で月に設立され、今年で33年が経過しました。今月年が経過しました。今月
は、これまでのシルバー人材センターの活動を振り返りなは、これまでのシルバー人材センターの活動を振り返りな
がら、高齢者の豊かな知識や経験、技能を生かした地域社がら、高齢者の豊かな知識や経験、技能を生かした地域社
会構築のあり方について考えてみたいと思います。会構築のあり方について考えてみたいと思います。
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知
識
や
経
験
を
生
か
し
て
、
働
き

続
け
た
い
と
希
望
す
る
方
が
増
え

た
こ
と
か
ら
、
社
会
全
体
で
そ
れ

を
可
能
と
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が

進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
年
、
東
京
都
江
戸
川

区
に
お
い
て
働
く
場
、
社
会
参
加

の
場
と
し
て
、「
高
齢
者
事
業
団
」

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

こ
の
よ
う
な
団
体
が
各
地
に
設
立

さ
れ
、
そ
の
活
動
が
急
速
に
広
が

り
は
じ
め
、
昭
和
五
十
五
年
度
か

ら
は
国
の
補
助
事
業
制
度
が
発
足

し
、「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
、
全
国
的
に
事
業
が
展
開

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

知
識
・
技
能
を
地
域
社
会
へ

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

「
自
主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
」
を

基
本
理
念
と
し
、
地
域
の
高
齢
者

が
共
働
、
共
助
し
合
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
地
域
社
会
と
の
相
互
交
流
、

連
携
を
目
指
す
公
共
性
、
公
益
性

の
高
い
団
体
で
す
。
そ
の
仕
組
み

と
し
て
は
、
一
般
的
な
雇
用
関
係

で
な
い
臨
時
的
、
か
つ
短
期
的
な

就
業
、
そ
の
他
軽
易
な

仕
事
を
会
員
で
あ
る
高

齢
者
に
紹
介
し
就
業
活

動
を
支
援
す
る
組
織
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
、
健
康
で

働
く
意
欲
を
も
つ
高
齢

者
の
皆
さ
ん
が
、
そ
の

経
験
と
能
力
を
生
か
し
、

働
く
こ
と
を
通
じ
て
、

社
会
貢
献
し
、
生
き
が

い
を
得
る
機
会
を
提
供

し
て
い
く
シ
ス
テ
ム
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
五
年
三
月
末
日
現
在
、

全
国
に
は
千
七
百
九
十
団
体
の
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、

約
七
十
三
万
人
の
会
員
の
方
が
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。 

小
国
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
設
立

　

小
国
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
、
平
成
十
三
年
六
月
に
、

高
齢
者
が
持
っ
て
い
る
知
識
や
技

能
を
就
業
の
場
で
活
か
し
な
が
ら
、

生
き
が
い
づ
く
り
と
、
社
会
参
加

に
よ
る
社
会
貢
献
を
目
的
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
会
員
数
は
、

■平成１３年度
・小国町シルバー人材センター開設
　（６月）
・事務局を老人福祉センターに置く
・６１名で活動を開始
・受注事業実績　２,１０３,０００円

■平成１４年度
・会員数　７３名
・造園（盆栽）講習会開催
・表具（障子・ふすま張り）講習会
・雪囲い講習会
・受注事業実績　９,８４７,２７１円

■平成１５年度
・会員数　９６名
・特別養護老人ホームさいわい荘への
ボランティア活動に取り組む

・組織内に管理運営・安全就業・事業
開拓・推進委員会を設ける

「高齢者暮らし応援事業」受託
・受注事業実績　２０,３７２,５５８円

■平成１６年度
・会員数　１２５名

小国町シルバー人材センターの歩み

働くことはいきがいづくり　
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百
二
十
五
名
。
企
業
や
官
公
庁
、

そ
し
て
一
般
家
庭
な
ど
か
ら
幅
広

く
仕
事
を
受
注
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
働
い
て
い
る
か
た
や
そ
の

家
族
及
び
受
け
入
れ
先
の
声
を
聞

い
て
み
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
で
の
経
験
は

生
涯
学
習

佐
藤
君
子
さ
ん
（
増
岡
）

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
、

二
年
ほ
ど
前
か
ら
登
録
し
て
い
ま

す
。
私
は
月
二
回
ほ
ど
、
町
の
社

会
福
祉
協
議
会
が
行
う
高
齢
者
を

対
象
と
し
た
�
い
き
い
き
サ
ロ
ン
�

の
お
手
伝
い
や
、
水
道
の
メ
ー

タ
ー
検
針
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

現
役
時
代
に
は
経
験
で
き
な
か
っ

た
仕
事
を
経
験
し
た
り
、
各
種
技

能
講
習
会
も
開
催
さ
れ
、
積
極
的

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
私
に
と
っ

て
、
生
涯
学
習
の
一
部
に
な
っ
て

い
ま
す
」。

お
客
様
の
笑
顔
に
働
く
喜
び

仕
事
で
は
、
お
客
様
と
向
き
合
い
、

そ
の
喜
ぶ
様
子
を
直
接
、
肌
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
と
て
も

や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

　

今
で
は
、
現
役
時
代
と
は
ま
た

違
っ
た
働
く
喜
び
を
感
じ
て
い
ま

す
」。

生
き
生
き
と

し
て
い
る
姿
に
安
心

安
部
い
せ
子
さ
ん

（
小
国
小
坂
町
）

「
主
人
（
安
部
庄
次
さ
ん
）
は
、

会
社
を
退
職
後
、
間
も
な
く
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
ま

し
た
。
現
在
、
役
場
庁
舎
の
清
掃

業
務
や
、
草
刈
り
、
冬
季
間
の
高

齢
者
の
皆
さ
ん
の
除
雪
や
道
付
け

な
ど
を
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
仕

事
に
や
り
が
い
を
感
じ
、
今
ま
で

佐
野
初
男
さ
ん
（
緑
町
）

「
私
は
、
会
社
を
退
職
後
、
米
沢

の
高
等
技
能
専
門
校
で
、
ふ
す
ま

や
障
子
貼
り
の
技
能
を
身
に
付
け
、

設
立
当
時
か
ら
会
員
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
仕
事
を
経
験
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
現
在
は
主
に
、

襖
や
障
子
の
張
替
え
業
務
の
仕
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年

か
ら
は
、
お
年
寄
り
世
帯
の
除
雪

や
道
付
け
作
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

主な仕事と時間単価（事務費込み）

基準単価見積基準仕事内容

１,１００円時間大工仕事

１,１００円〃塗装

１,１００円〃植木・造園

７１５円〃屋内外清掃

７１５円〃除草（手作業）

１,１００円〃雪囲い

１,４３０円〃除雪（手作業）

７１５円〃高齢者介護

７１５円〃一般事務

７１５円〃家事援助

７７０円〃自動車運転

１,６５０円〃草刈（機械使用）

１,６５０円１枚
ふすま張り
（本ふすま）

９９０円１枚
障子張り
（６×３尺）

佐野初男さん

佐藤君子さん

安部いせ子さん
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以
上
に
生
き
生
き
と
し
て
い
る
印

象
を
受
け
、
家
族
と
し
て
も
安
心

で
す
。
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を

こ
れ
か
ら
も
広
げ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
」。

か
け
が
え
の
な
いパ

ー
ト
ナ
ー

社
会
福
祉
法
人
小
国
福
祉
会

理
事
長　

渡
部　

仁
さ
ん

「
私
た
ち
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
さ
い
わ
い
荘
で
は
、
平
成
十
四

年
四
月
よ
り
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
さ
ん
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
送

迎
業
務
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

仕
事
は
ま
じ
め
で
、
今
ま
で
大
き

な
事
故
や
怪
我
も
な
く
、
安
心
し

て
仕
事
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
と
の
会
話
が
弾

ん
で
、
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
と
な
っ
て
は
、
か
け
が
え
の
な

い
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
て
い
ま

す
」。

地
域
社
会
に
信
頼
さ
れ
る

団
体
を
目
指
し
て

小
国
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

元
し
て
い
く
こ
と

で
す
。

　

会
員
数
が
増
加

し
た
こ
と
に
よ
り
、

仕
事
が
会
員
全
体

に
行
き
渡
る
の
か

が
、
今
後
の
課
題

で
す
。
こ
れ
か
ら

は
、
よ
り
多
く
の

会
員
が
就
業
で
き

る
よ
う
、
仕
事
の

受
け
入
れ
先
の
開

拓
な
ど
に
も
今
ま

で
以
上
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

タ
ー
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、
生

涯
学
習
や
高
齢
者
福
祉
の
充
実
、

健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
事
業
な

ど
の
積
極
的
な
施
策
の
展
開
を
と

お
し
て
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
方
に

と
っ
て
暮
ら
し
や
す
い
環
境
の
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
住
民
と

民
間
と
行
政
の
協
働
の
力
で
、
生

き
生
き
と
し
た
高
齢
社
会
の
構
築

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

理
事
長　

仁
科
清
實
さ
ん

「
発
足
当
時
六
十
一
名
だ
っ
た
会

員
数
も
、
こ
の
三
年
間
で
百
二
十

五
名
と
倍
増
し
ま
し
た
。
町
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま

し
て
、
受
託
事
業
の
実
績
も
、
平

成
十
五
年
度
は
平
成
十
四
年
度
と

比
べ
て
約
二
倍
に
な
り
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
目
的

は
、
単
に
仕
事
を
と
お
し
て
お
金

を
得
る
こ
と
よ
り
、
自
分
の
持
っ

て
い
る
知
識
や
技
能
を
社
会
に
還

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
社
会
の
皆
さ

ん
か
ら
信
頼
さ
れ
る
団
体
で
あ
り

続
け
た
い
と
思
い
ま
す
」。

高
齢
者
パ
ワ
ー
を地

域
社
会
へ

　

高
齢
社
会
は
、
豊
か
な
経
験
と

多
く
の
知
識
を
持
ち
あ
わ
せ
た

人
々
が
増
え
る
円
熟
し
た
社
会
の

到
来
と
い
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
特
性
を
生
か
し
て
住

み
や
す
い
地
域
社
会
を
形
成
し
て

い
く
上
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

渡部　仁さん

仁科清實さん

表具入門講習会の様子　
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友
達
と
一
緒
に
本
を
読
み
、
歌
を
う
た
い
、
体
を
動
か
し
、

遊
び
語
り
合
っ
た
学
び
舎
。

誰
も
が
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
そ
の
あ
た
た
か
さ
を

胸
に
秘
め
て
い
る
。

　叶水小中学校西滝分校で閉校前に行われた写生大会（昭和45年）

新町50周年記念

写真で振り返る５０年
シリーズ２

写真で振り返る５０年

学び舎でのできごと

新町50周年記念

　南部中学校に待望のピアノが配備（昭和33年）

シリーズ２

　小国中学校体育館竣工記念式典（昭和32年）

学び舎でのできごと
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　小国小学校の分校だった伊佐領小学校が、独立校として初めて迎えた入学式のひとコマ（昭和38年）
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主
に
英
会
話
を
と
お
し
て
異
文
化

理
解
や
、
電
子
メ
ー
ル
な
ど
の
情

報
ツ
ー
ル
を
使
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
む
こ
と
な

ど
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
既
存
の
小
中
学
校
の

教
科
に
は
な
く
、
文
部
科
学
省
の

許
可
を
う
け
、
小
国
町
独
自
で
設

定
し
て
い
る
も
の
で
す
。
特
に
、

小
学
校
か
ら
の
英
会
話
活
動
や
英

語
に
よ
る
電
子
メ
ー
ル
で
の
外
国

と
の
交
流
か
ら
、
英
会
話
力
や
情

報
活
用
能
力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

②
町
独
自
の
教
科
書
を
作
成

　

特
設
科
目
「
国
際
・
情
報
」
に

つ
い
て
、
町
独
自
の
教
科
書
作
成

に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

三
年
間
の
研
究
の
成
果
を
活
か
し

た
、
小
学
校
一
年
生
か
ら
高
校
三

年
生
ま
で
の
す
べ
て
の
学
年
ご
と

に
、
わ
か
り
や
す
く
使
い
や
す
い

教
科
書
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

�

�

�

�
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������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�

�
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�
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�
�
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�
�
�
�
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平
成
十
三
年
度
に
町
内
各
小
中

学
校
と
小
国
高
校
が
、
文
部
科
学

省
よ
り
「
小
中
高
一
貫
教
育
研
究

開
発
学
校
」
の
指
定
を
受
け
、
三

年
間
に
わ
た
っ
て
、
小
中
高
一
貫

教
育
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、

今
年
度
か
ら
さ
ら
に
三
年
間
継
続

指
定
さ
れ
、
新
た
な
研
究
開
発
に

取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　  文部科学省指定が継続 !!
平成16年度から18年度までの３カ年

　小学校教員を対象とした英会
話研修会が、５月１３日に総合セ
ンターで開催されました。この
研修会は、小学校での英会話の
指導を充実させようと毎年開催
されているもので、今回で３回
目の取り組みとなります。
　当日は、町内全小学校から５０
人の先生が参加。４グループに
分かれ、置賜地方の外国語指導
助手の９人からゲームなどをと
おして、楽しみながら日常会話
を学びました。

小学校教員対象の
英会話研修会を開催

平成16年度から18年度までの３カ年平成16年度から18年度までの３カ年

小
中
高
一
貫
教
育 

　
　
　
　
　

の
あ
ゆ
み

　

平
成
十
年
十
月
に
小
国
中
学
校

と
小
国
高
校
が
、
山
形
県
教
育
委

員
会
か
ら
「
中
高
一
貫
教
育
実
践

研
究
協
力
校
」
と
し
て
の
指
定
を

受
け
、
そ
の
研
究
に
取
り
組
み
始

め
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
十
二
年

度
に
は
、
町
内
五
つ
の
中
学
校
が

加
わ
り
、
さ
ら
に
平
成
十
三
年
度

か
ら
は
、
小
学
校
を
含
め
た
十
五

校
が
文
部
科
学
省
よ
り
三
年
間
の

研
究
開
発
学
校
の
指
定
を
受
け
、

小
中
高
が
連
携
し
た
一
貫
教
育
に

つ
い
て
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

小
国
町
に
お
け
る
小
中
高
一
貫

教
育
は
、
小
中
学
校
及
び
高
校
間

の
交
流
授
業
や
、
特
設
教
科
と
し

て
の
「
国
際
・
情
報
」、
ま
た
総
合

的
な
学
習
の
時
間
に
お
け
る
地
域

学
習
と
し
て
の
「
白
い
森
学
習
」

な
ど
を
柱
に
、
小
学
校
か
ら
高
校

ま
で
の
十
二
年
間
の
計
画
的
・
継

続
的
な
指
導
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

　

指
定
の
継
続
に
よ
っ
て
こ
れ
ま

で
同
様
、
町
内
の
各
小
中
学
校
お

よ
び
高
校
に
、
決
め
ら
れ
た
定
員

よ
り
六
名
多
く
の
教
員
が
配
置
さ

れ
、
特
設
教
科
の
「
国
際
・
情
報
」

や
、
小
中
学
校
と
高
校
の
交
流
授

業
な
ど
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
環

境
が
整
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
か
ら
の
三
年
間
は
、「
地
域
に
お

い
て
、
自
分
た
ち
の
立
つ
べ
き
足

場
を
持
ち
な
が
ら
、
国
際
化
す
る

社
会
に
対
応
し
た
情
報
活
用
能
力

に
長
け
た
人
間
の
育
成
」
を
目
標

に
揚
げ
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

を
継
続
し
な
が
ら
、
特
に
次
の
よ

う
な
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
き

ま
す
。

①
特
設
教
科
「
国
際
・
情
報
」
の

一
層
の
充
実

　

特
設
教
科
「
国
際
・
情
報
」
は
、

小中高一貫教育研究開発小中高一貫教育研究開発小中高一貫教育研究開発

地域全体で小中高一貫教育を進めます
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初
夏
を
迎
え
、
清
々

し
い
季
節
が
や
っ
て
来

ま
し
た
。
新
緑
の
中
、

山
菜
を
採
り
に
行
く
の

が
何
よ
り
も
好
き
な
方
た
ち
も
大

勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
時
、
足
の
裏
に
「
ウ
オ
ノ

メ
」
が
あ
っ
た
り
す
る
と
、
痛
く

て
楽
し
さ
も
半
減
…
な
ど
と
い
う

経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

足
に
で
き
た
痛
く
て
硬
い
マ
メ

を
、
多
く
の
患
者
さ
ん
が
「
ウ
オ

ノ
メ
」
と
言
っ
て
来
ら
れ
ま
す
が
、

実
は
多
く
の
も
の
が
「
い
ぼ
」
な

ん
で
す
。「
ウ
オ
ノ
メ
」
は
繰
り
返

す
刺
激
（
足
の
骨
と
硬
い
靴
底
で

の
皮
膚
の
圧
迫
な
ど
）
が
原
因
で

す
が
、「
い
ぼ
」
は
ウ
イ
ル
ス
が
原

因
の
、
一
種
の
「
で
き
も
の
」
で

す
。
全
く
治
療
法
も
違
い
ま
す
。

「
ウ
オ
ノ
メ
」
は
、
ご
自
分
で
も

市
販
の
ス
ピ
ー
ル
膏
を
貼
っ
て
ふ

田
中
丈
二

小
国
町
立
病
院 
副
院
長

癒しの園癒しの園
健康考話健康考話

シリーズ 3

　足の裏にできた“いぼ”

ー
第
三
回
町
議
会
臨
時
会
開
催
さ
れ
る
ー

や
か
し
て
か
ら
削
っ
て
治
す
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、「
い
ぼ
」
は
治
り

ま
せ
ん
。「
い
ぼ
」
は
原
則
的
に
病

院
で
治
療
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。「
イ
ボ
と
り
地
蔵
」
は
効
く

事
も
あ
り
ま
す
が
、
暗
示
療
法
の

一
種
で
す
。「
い
ぼ
」
は
ウ
イ
ル
ス

が
原
因
な
の
で
、
大
き
く
な
っ
た

り
増
え
た
り
し
ま
す
。
硬
い
マ
メ

を
削
っ
て
み
て
、
中
に
黒
い
小
さ

な
ゴ
マ
の
よ
う
な
も
の
が
点
々
と

あ
る
の
は
「
い
ぼ
」
の
可
能
性
が

大
で
す
。

　

最
後
に
付
け
加
え
ま
す
が
、「
ウ

オ
ノ
メ
」
と
「
い
ぼ
」
が
似
て
い

る
の
と
同
じ
様
に
、「
ほ
く
ろ
」
や

「
し
み
」
と
思
っ
て
い
る
も
の
が

実
は
、「
悪
性
黒
色
腫
」
や
「
基
底

細
胞
癌
」
だ
っ
た
り
す
る
事
が
あ

り
ま
す
。
大
き
く
な
っ
て
く
る
も

の
は
病
院
で
診
察
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

　

平
成
十
六
年
第
三
回
町
議

会
臨
時
会
が
、
四
月
二
十
八

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
た
び
の
臨
時
議
会
で
は
、

五
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

小
国
町
税
条
例

の
一
部
を
改
正　

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
町

民
税
の
均
等
割
を
今
年
度
か
ら
年

額
二
千
円
か
ら
三
千
円
に
改
め
ま

し
た
。
ま
た
、
生
計
同
一
の
妻
に

対
し
て
も
、
所
得
金
額
が
一
定
金

額
（
例　

パ
ー
ト
の
収
入
が
百
万

円
）
を
越
え
る
場
合
は
、
平
成
十

七
年
度
分
は
年
額
千
五
百
円
、
平

成
十
八
年
度
分
か
ら
は
年
額
三
千

円
課
税
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
年
金

課
税
に
つ
い
て
、
平
成
十
八
年
度

分
以
後
、
六
十
五
歳
以
上
の
四
十

八
万
円
の
老
年
者
控
除
を
廃
止
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
分
か
ら
、
土
地
、
建
物

の
譲
渡
所
得
に
対
す
る
税
の
引
き

下
げ
と
、
長
期
譲
渡
所
得
の
百
万

円
の
特
別
控
除
を
廃
止
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
生
活
扶

助
限
度
額
の
引
き
下
げ
に
伴
い
、

非
課
税
限
度
額
を
算
出
す
る
際
の

加
算
額
に
つ
い
て
、
均
等
割
に
つ

い
て
は
、
二
十
万
円
か
ら
十
八
万

円
に
、
ま
た
、
所
得
割
で
は
、
三

十
六
万
円
か
ら
三
十
五
万
円
に
そ

れ
ぞ
れ
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
町
国
民
健
康
保
険

税
の
所
得
割
に
お
け
る
、
長
期
譲

渡
所
得
の
百
万
円
の
特
別
控
除
を

廃
止
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

あ
け
ぼ
の
地
区
公
園
用
地

を
取
得

　

あ
け
ぼ
の
地
区
の
公
園
用
地
と

し
て
、
約
六
、
三
〇
〇
㎡
を
三
千

七
百
三
十
四
万
円
四
千
百
九
円
で
、

小
国
町
土
地
開
発
公
社
よ
り
取
得

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
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五
月
十
一
日
に
町
選
挙
管
理
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、
任
期
満
了
に

伴
う
小
国
町
長
選
挙
を
七
月
十
一

日
�
に
行
う
こ
と
と
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
夏
に
は
、
第
二
十

回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
公
職
選
挙
法
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
不
在
者
投
票

選挙人名簿登録地の市町村で
行う投票

■対象となる投票

選挙期日の公示又は告示の日
の翌日から投票日の前日まで
（公示または告示の日は投票
できません）

■投票期間

投票日当日、仕事や旅行、レ
ジャー、冠婚葬祭などの用事
があるなど一定の事由に該当
すると見込まれる方（これま
での不在者投票の要件と同じ
です）

■投票を行うことが
できる方

期日前投票所（小国町役場内）■投票場所

午前８時３０分から午後８時まで■投票時間

■期日前投票のあらまし■
－直接投票箱に投函できます－

　任期満了に伴う小国町長選挙が、
７月１１日�に行われる予定です。
　立候補予定者及び出納責任者説
明会を次のとおり開催しますので、
立候補を予定されている方、また
その代理の方は、必ず出席してく
ださい。

■い　つ　６月１１日�
■時　間　午後１時～３時３０分
■どこで　役場大会議室

小国町長選挙立候補予定者及び
出納責任者説明会

不在者 投票制度の改正のお知らせ

町長選挙は７月１１日（日）です
告示日は７月６日（火）

や
郵
便
に
よ
る
投
票
な
ど
の
制
度

が
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今

月
は
、
こ
れ
ら
の
主
な
改
正
の
内

容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

期
日
前
投
票
を
創
設

　
「
期
日
前
投
票
」
は
、
投
票
用
紙

を
投
票
箱
に
直
接
投
函
で
き
る
制

度
で
す
。
従
来
の
不
在
者
投
票
の

よ
う
に
、
候
補
者
な
ど
の
氏
名
を

記
入
し
た
投
票
用
紙
を
封
筒
に
入

れ
、
そ
の
封
筒
に
署
名
す
る
と

い
っ
た
手
続
き
が
不
要
と
な
り
ま

す
。
詳
し
い
内
容
は
、
下
の
「
期

日
前
投
票
の
あ
ら
ま
し
」
の
と
お

り
で
す
。
た
だ
し
、
仕
事
な
ど
で

町
外
に
滞
在
し
て
い
る
方
の
不
在

者
投
票
や
、
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
で
の
不
在
者
投
票
の
制
度
は
、

従
来
ど
お
り
で
す
。

郵
便
等
に
よ
る

不
在
者
投
票
対
象
者

　
「
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

制
度
」
と
は
、
身
体
の
重
い
障
害

な
ど
に
よ
っ
て
投
票
所
に
行
け
な

い
人
が
、
郵
便
等
で
投
票
す
る
制

度
で
す
。
今
回
の
改
正
で
、
新
た
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に
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要

介
護
状
態
区
分
が
「
要
介
護
５
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
方
と
、
免
疫

障
害
の
方
で
１
級
か
ら
３
級
の
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

が
で
き
る
方
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

■
郵
便
投
票
で
き
る
方

※
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
で
、
両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
機

能
の
障
害
の
程
度
が
、
１
級
若
し

く
は
２
級
の
方
。

※
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
で
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、

膀
胱
、
直
腸
、
小
腸
の
障
害
が
、

１
級
若
し
く
は
３
級
の
方
。

※
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
で
、
免
疫
の
障
害
の
程
度
が
１

級
か
ら
３
級
ま
で
の
方
。

※
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

で
、
両
下
肢
、
体
幹
又
は
内
蔵
機

能
の
障
害
が
一
定
以
上
の
方
。

※
介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
者
で
、

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要

介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
５
で

あ
る
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る

方
。

投
票
の
手
続
き

①
郵
便
投
票
証
明
書
の
申
請

　

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、あ
ら
か
じ
め「
郵

便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
申

請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
郵
便

等
投
票
証
明
書
交
付
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
身
体
障
害
者

手
帳
又
は
戦
傷
病
者
手
帳
若
し
く

は
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
を
添

え
て
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

②
投
票
用
紙
の
請
求

　

投
票
用
紙
請
求
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
郵
便
等
投
票
証
明
書

を
添
え
て
、
投
票
日
の
四
日
前
ま

で
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
投
票

用
紙
を
本
人
宛
に
郵
送
し
ま
す
。

③
投
票

　

投
票
用
紙
が
届
い
た
ら
、
指
示

事
項
に
従
っ
て
記
載
し
、
選
挙
管

理
委
員
会
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
日
当
日
ま
で
に
、
選
挙
管
理

委
員
会
に
到
着
し
な
い
場
合
は
、

無
効
と
な
り
ま
す
の
で
、
注
意
く

だ
さ
い
。

代
理
記
載
に
よ
る
不
在
者

投
票
が
創
設
さ
れ
ま
し
た

　

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
の

資
格
を
持
つ
方
の
う
ち
、
自
書
で

き
な
い
方
は
、
代
理
記
載
に
よ
っ

て
不
在
者
投
票
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

代
理
記
載
に
よ
る

不
在
者
投
票
が
で
き
る
方

①
身
体
障
害
者
手
帳
に
上
肢
ま
た

は
、
視
覚
の
障
害
の
程
度
が
１
級

で
あ
る
者
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い

る
方
。

②
戦
傷
病
者
手
帳
に
上
肢
ま
た
は
、

視
覚
の
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症

か
ら
第
２
項
症
ま
で
で
あ
る
者
と

し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
方
。

投
票
の
手
続
き

　

代
理
記
載
に
よ
る
投
票
を
行
う

た
め
に
は
、
郵
便
等
投
票
証
明
書

の
交
付
申
請
と
併
せ
て
、
①
代
理

記
載
の
方
法
に
よ
る
投
票
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
の

証
明
手
続
き
、
②
代
理
記
載
人
と

な
る
べ
き
者
の
届
出
を
行
っ
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

必
要
書
類
は
①
が
、
１
身
体
障

害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
、

２
申
請
書
（
署
名
不
要
）、
②
が
、

１
代
理
記
載
人
と
な
る
べ
き
者
に

よ
る
同
意
書
・
宣
誓
書
、
２
届
出

書
（
署
名
不
要
）
と
な
り
ま
す
。

関
係
す
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
小

国
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
準
備
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
投
票

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
に
関
す
る
問
合
先

小
国
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
役
場
総
務
企
画
課
内
）
ま
で

�　

―
２
１
１
１

６２
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町
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
募
集
住
宅

▼
町
営
住
宅
幸
町
団
地

　

２
Ｋ　
　
　

３
戸

▼
町
営
住
宅
小
坂
町
団
地

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

▽
対
象　

同
居
す
る
親
族
が
あ
り

住
宅
に
困
っ
て
い
る
か
た
で
、

前
年
度
の
所
得
額
が
月
額
二
十

万
円
以
下
の
か
た

■
募
集
期
間　

６
月
３
日
�

〜　

日
�

１０

■
入
居
時
期　

７
月
上
旬

■
敷　

金　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

■
問
合
先　

地
域
整
備
課
へ
。

造
園
緑
地
管
理
講
習
会

■
日　

時　

６
月　

日
�
、　

日

２９

３０

�　

９
時
〜　

時
１７

■
場　

所　

小
国
町
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
、総
合
セ
ン
タ
ー
集
会
室

■
対
象
者　

町
内
在
住
の　

歳
か

５７

ら　

歳
ま
で
の
か
た

６５

■
内　

容　

草
刈
機
械
の
技
能
習

得
、
庭
木
の
刈
り
込
み
講
習

■
定　

員　
　

名
２０

■
受
講
料　

無
料

■
申
込
期
限　

６
月　

日
�

１８

■
申
込
・
問
合
先　

小
国
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
�　

―
０
０
３
０
）
へ
。

６１

山
形
県
警
察
官
募
集

■
試
験
区
分
と
募
集
人
員

▼
警
察
官
Ａ
（
男
性
）
約　

名
５０

▼
警
察
官
Ａ
（
女
性
）
若
干
名

▼
警
察
官
Ａ
（
武
道
指
導
、
柔
道
・

剣
道
）
若
干
名

■
受
験
資
格

　

昭
和　

年
４
月
２
日
か
ら
昭

５０

和　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

６２
れ
た
か
た
。
た
だ
し
学
校
教
育

法
に
よ
る
大
学（
短
大
を
除
く
）

を
卒
業
し
た
か
た
、
ま
た
は
平

成　

年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込

１７
み
の
か
た
。
武
道
指
導
に
つ
い

て
は
、
ほ
か
に
段
位
（
３
段
以

上
）
お
よ
び
競
技
大
会
出
場
暦

が
必
要
。

■
受
付
期
間　

６
月
４
日
�
〜　
２５

日
�
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

■
試
験
日

▼
第
一
次
試
験

　

７
月　

日
�

１１

武
道
指
導
は　

日
�
お
よ
び　

１１

１２

日
�

▼
第
二
次
試
験

　

８
月
上
旬
お
よ
び
８
月
中
旬

■
問
合
先　

小
国
警
察
署
（
�　
６２

―
０
１
１
０
）
へ
。

「
地
域
づ
く
り
レ
ポ
ー
タ
ー
」 

募
集

■
活
動
内
容　

地
域
づ
く
り
に
関

す
る
感
想
や
意
見
の
提
出
、
意

見
交
換
な
ど

■
応
募
資
格　

県
内
在
住
の
成
人

の
か
た
で
、
地
域
づ
く
り
に
関

心
の
あ
る
か
た

■
募
集
人
数　
　

名
程
度

４０

■
活
動
期
間　

７
月
１
日
�
〜

　

年
６
月　

日
�

１７

３０

■
応
募
締
切　

６
月　

日
�

１５

■
応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
郵
便
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

国
土
交
通
省

山
形
河
川
国
道
事
務
所
地
域
づ

く
り
推
進
室
（
�
０
２
３
―
６

８
８
―
８
４
２
１
）
へ
。

平
成　

年
度
消
防
設
備
士
試
験

１６

▼
消
防
設
備
士
試
験
受
験
準
備
講

習
会

■
日
時
お
よ
び
会
場

　

７
月　

日
�

２２

　

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
ィ
ン
グ

■
受
付
期
間　

６
月　

日
�
〜

２８

７
月
９
日
�

▼
消
防
設
備
士
試
験

■
日
時
お
よ
び
会
場

　

８
月　

日
�　

米
沢
市

１０

■
試
験
種
類　

消
防
設
備
士
甲
種

（
全
類
）
お
よ
び
乙
種
（
全
類
）

■
受
付
期
間　

７
月
５
日
�

〜　

日
�　
　

１４

■
問
合
先　

い
ず
れ
も
消
防
署
小

国
分
署（
�　

―
２
１
５
４
）へ
。

６２

平
成　

年
度
調
理
師
試
験

１６

■
日　

時　

７
月　

日
�

１６

　

時
〜　

時　

分

１３

１５

４０

■
場　

所　

ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル

（
山
形
市
）

■
受
付
期
限　

６
月　

日
�

１１

■
受
験
料　

六
千
百
円

■
問
合
先　

置
賜
保
健
所
生
活
衛

生
課
（
�
０
２
３
８
―　

―
３

２２

７
４
０
）
へ
。

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

■
日　

時　

７
月
２
日
�

　

時
〜　

時

１０

１５

■
場　

所　

総
合
セ
ン
タ
ー
研
修
室

■
申
込
期
限　

６
月　

日
�

２２

■
そ
の
他　

相
談
は
予
約
制
と
し
、

申
込
順
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
先　

町
民
課
へ
。

▽
『
あ
そ
び
の
広
場
』

■
日　

程　

６
月　

日
�
（
子

２２

育
て
講
座
）救
急
対
策
、　

日
２９

�
、
７
月
６
日
�
、　

日
�

１３

■
時　

間　
　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

▽
『
な
か
よ
し
広
場
』

■
日
程
と
場
所　

▼
６
月　

日
�
、
７
月
１
日
�
、

１７

　

日
�

１５

　

総
合
セ
ン
タ
ー
交
流
室

▼
６
月　

日
�
、
７
月
８
日
�

２４

　

お
ぐ
に
保
育
園　

■
時　

間　
　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

▽
『
こ
ど
も
愛
ラ
ン
ド
』

■
日　

時　

７
月　

日
�

１０

９
時
〜　

時　

分

１２

３０

■
内　

容　

笹
巻
き
作
り

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

※
詳
し
い
こ
と
は
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
�　

―
２
３

６２

３
０
）
へ
。

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
てててててててててててててててててててて
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららら
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年
金
相
談

■
日　

時　

６
月　

日
�

１６

■
受　

付　
　

時　

分

１０

３０
〜　

時　

分

１４

３０

■
場　

所　

役
場
町
民
相
談
室

■
問
合
先　

町
民
課
へ
。



場　　所対　　象受付時間乳　幼　児　健　診月　日

健康管理センター
※持ち物
母子健康手帳、問診票
（３カ月児、１歳児健
康診査は除く）

１２年１１月～
１３年１月生

１２：３０～１３：００３歳児健康診査７/１６

１６年４月生
１３：００～１３：１５

３カ月児健康診査
７/３０

１５年７月生１歳児健康診査

保健カレンダー

※詳しいことは、健康福祉課へ。

お 知 ら せ コ ー ナ ー

小国町役場　�０２３８－６２－２１１１　ＦＡＸ０２３８－６２－５４６４
小国町健康管理センター（健康福祉課） �６１－１０００　　子育て支援センター �６２－２３３０

町長専用電子メールアドレス
ｓｈｉｒｏｉｍｏｒｉ＠ｔｏｗｎ.ｏｇｕｎｉ.ｙａｍａｇａｔａ.ｊｐ お 知 ら せお 知 ら せ　 コ ー ナ ー

■日　時　７月７日�
１３：３０～１５：３０

■場　所　置賜総合支庁
■内　容　子どもの摂食障害、
会社での人間不信などの問題
解決についてともに考えます。
▼講師　山形大学医学部看護
学科教授　森岡由紀子氏
■その他　事前の申し込みが必

要です。
■申込・問合先　山形県男女共
同参画センター（�０２３―６２９
―７７５１）へ。

　

請
求
に
よ
り
、
特
別
給
付
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は

次
の
か
た
で
す
。

①
婚
姻
や
じ
後
重
症
請
求
等
に
よ
り
、
平
成
５
年
４
月
２
日
以

降
に
新
た
に
戦
傷
病
者
の
妻
に
な
ら
れ
た
か
た
で
、
平
成　
１３

年
４
月
１
日
に
お
い
て
戦
傷
病
者
で
あ
る
夫
が
、
第
５
款
症

以
上
の
増
加
恩
給
等
を
受
け
て
い
る
か
た
。

②
平
成
８
年
５
月
に
最
終
償
還
を
迎
え
た
戦
傷
病
者
等
の
妻
に

対
す
る
特
別
給
付
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
妻
の
か
た
で
、

戦
傷
病
者
で
あ
る
夫
が
平
成
５
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
８
年

９
月　

日
ま
で
の
間
に
、
公
務
傷
病
以
外
の
原
因
（
一
般
の

３０

傷
病
）
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
か
た
。

■
支
給
内
容　

①
額
面
十
五
万
円　

②
額
面
五
万
円　

ど
ち
ら
も
５
年
償
還

■
請
求
期
限　

９
月　

日
（
翌
日
か
ら
は
、
時
効
に
よ
り
請
求

３０

の
権
利
が
消
滅
し
ま
す
）

■
問

合

先　

健
康
福
祉
課
へ
。

６月８日６月８日（火）（火）

戦
傷
病
者
等
の
妻
の
か
た
へ

特
別
給
付
金
の
請
求
は
お
済
み
で
す
か
？

宿泊人間ドックの
費用を助成します 特

別
給
付
金
の
請
求
は
お
済
み
で
す
か
？

児童手当を振り込みます児童手当を振り込みます児童手当を振り込みます

６月８日　６月８日��に、６月期（平成１６年２月～５月分）の児童手当に、６月期（平成１６年２月～５月分）の児童手当
を振り込みます。該当するかたは確認してください。を振り込みます。該当するかたは確認してください。
児童手当は、申請していただくことによって支給できるよう　児童手当は、申請していただくことによって支給できるよう
になっています。次のような場合でまだ申請を行っていないかになっています。次のような場合でまだ申請を行っていないか
たは、早めに手続きを行ってください。たは、早めに手続きを行ってください。
●「平成１０年４月以降に子どもが生まれたが、まだ申請をして●「平成１０年４月以降に子どもが生まれたが、まだ申請をして
いない」いない」

●「転入届は出したが、児童手当の手続きを忘れていた」●「転入届は出したが、児童手当の手続きを忘れていた」
●「●「以前、所得超過によって受給資格を喪失したが、その後、以前、所得超過によって受給資格を喪失したが、その後、
所得額が減った、または、扶養親族等の数が増えたために、所得額が減った、または、扶養親族等の数が増えたために、
所得制限限度額をこえなくなった」など所得制限限度額をこえなくなった」など

■その他■その他

○振込通知は郵送しておりません。○振込通知は郵送しておりません。
○所得制限があります。○所得制限があります。
■問合先■問合先 健康福祉課へ。　健康福祉課へ。

■自己負担額　２万円
（通常６万円）

■対象者　町内に住む３０歳以上の
かた。ただし勤務先な
どで宿泊人間ドックを
受けるかたは対象には
なりません。

■申込先　町立病院へ。
■問合先　健康管理センターへ。

　健康福祉課では、町立病院で実
施している宿泊人間ドック検診料
の約３分の２を助成しています。
申し込みは随時受け付けています。

「こころの研修会」「こころの研修会」
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お知らせコーナーお知らせコーナー

就業時間年  齢職       種求人数事  業  所  名

８：００～１７：００２５～４５土木技術員２人遠 藤 建 設
８：００～１７：００１８～５５土木作業員、土木施工管理技士４人山 和 建 設

８：００～１７：００１８～５０施工管理技士、重機オ
ペレーター、事務員５人横 川 建 設

８：３０～１６：４５ほか１８～３５機械オペレーター３人井 上 製 作 所
８：００～１７：００不問ダンプ運転手２人大 河 内 産 業 ㈲
８：００～１７：００１８～４０電気工事２人ハ イ コ ー
８：２５～１７：３０１８～２３整備士１人㈲三栄自動車工業
９：００～１７：４５２０～４５機械設計１人インタープロジェクト
９：００～１７：４５不問機械設計３人フォース仙台営業所
８：００～１７：００不問機械オペレーター１人クリスタルプロットラッド
８：３０～１６：４０ほか１８～４０シリコンウェハー製造３人トーコー新潟支店
８：００～１７：３０３０～５０営業２人㈲ 東 部 開 発
８：００～１７：００２１～３０事務員１人北陸建設サービス新潟支店
７：００～１６：００ほか１８～５５フロント業務、応接員８人お ぐ に 白 い 森
８：００～１７：００不問サービス、役務係２人アベプランニング
９：１０～１６：５０２５～５５営業５人朝日生命保険相互会社長井営業所
９：００～１７：１５２０～５０保険営業１０人日本生命保険相互株式会社
８：４５～１７：４５ほか２０～３２販売員２人コ メ リ
８：４５～１８：００１８～５０店員２人㈲ 蔵 王 ス ト ア ー
９：３０～１５：００ほか１８～４０販売員１人㈲ ク リ エ イ ト
９：００～２０：００間５時間１８～４５調理、販売５人㈲ 白 い 森 よ こ ね
８：３０～１３：００ほか１８～４５販売員１人小 国 食 糧
９：３０～１８：３０１８～３０店員１人金 十 商 店
９：３０～１８：３０間５時間１８～５０ファーストフード店員２人ア ス モ

新着図書
◆博士の愛した数式 小川　洋子
◆さよならの代わりに 貫井　徳郎
◆１３才のハローワーク 村上　　龍
◆夫というもの 渡辺　淳一
◆以上、現場からでした 安藤　優子
◆愛情評価 藤本由香里
◆東京タワー 江國　香織
◆おおきなきがほしい さとうさとる
◆花屋に行こう 松木　麻子
※ほか多数入荷しました。

　左の表は、５月１３日現在の新規求人の内容で
す。無効になっている場合もありますのでご了
承ください。このほかの求人情報は、ハローワー
ク長井（�８４―８６０９）へ。

　山火事防止のため、野山に入る場合は次のことにご協力
ください。
◆枯れ草等のある場所でのたき火や、強風・乾燥時の火入
れ等は行わない。

◆たき火等の場所を離れるときは、完全に消火する。
◆火入れを実施する場合は、必ず許可を受ける。
◆たばこの吸いがらは必ず消し、投げ捨てない。
◆火遊びをしない、させない。

置賜森林管理署

「未来へと ひきつぐ森です 火の用心」

■日　時　７月３日�　１４：００～
■場　所　総合センター集会室
■内　容　シンガーソングライター

須貝智郎氏のトークとラ
イブショー

■参加費　無料
■その他　申込みは不要です。当日

お気軽においでください。
■問合先　教育委員会事務局へ。

小国町公民館連絡協議会研修会

～大空の下、楽しいキャンプを体験してみよう～

「未来へと ひきつぐ森です 火の用心」「未来へと  ひきつぐ森です  火の用心」

■日　時　７月１日�
　　　　　１３：３０～１５：３０
■場　所　長井市西置賜郡医師会会館
■対象者　西置賜地域で働いているかた

および事業主のかた
■問合先　長井市西置賜郡医師会

（�８８－２９５８）へ。

『無料メンタル・健康相談日』『無料メンタル・健康相談日』

求人情報求人情報求人情報

お子様キャンプ体験教室

■日　時　６月２６日�～２７日�
１泊２日

■場　所　白い森オートキャンプ場
■対　象　小国町内の１年生から

４年生までの小学生
■人　員　２０名まで（最少人員１０名）
■参加費　１,５００円（保険代のみ）
■持ち物　初日の昼食（おにぎり）、着替え（長袖も）、

洗面用具、長靴、カッパ、軍手など
■申込期限　６月１８日�
■申込・問合先　おぐに白い森株式会社（�６２－４５１８）または

白い森オートキャンプ場（�６７－２７７８）へ。
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■日　時　６月２５日�
９：００～１４：３０

■場　所　役場庁舎東側出入口前通路
総合センタープールサイド
アスモ西口駐車場
老人福祉センター出入口前
エコー前駐車場
若山公民館
沼沢公民館
叶水基幹集落センター

■内　容　包丁とぎ
住宅相談（アスモ会場のみ）

■参加費　無料
■問合先　小国町建築組合（小国町商工

会内�６２－４１４６）へ。

■
日　

時　

６
月　

日
�
〜　

日
�

２１

２７

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

■
場　

所　

総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

■
問
合
先　

教
育
委
員
会
へ
。

『
平
成　

年
度
か
ら
使
用
さ
れ
る

１７

小
学
校
教
科
書
展
示
会
』

（平成１６年３月３１日現在）

【内訳】

◆町 ４５３件
◆教育委員会 ３７件
◆選挙管理委員会 １６件
◆監査委員 １２件
◆農業委員会 １６件
◆固定資産評価審査委員会 １件
◆議会 ３件

総務企画課

■日　時　６月６日�午後３時３０分開場
■場　所　基督教独立学園高等学校
■演奏者　杉木峯夫氏（東京芸術大学教

授）ほか
■その他　入場整理券が必要です。

（１,５００円）
■問合先　舟山健蔵さん（�６２―３９４９）

へ。

■日　時　６月１８日�～７月１６日�
毎週金曜日　計５回　１９：３０～２０：３０

■場　所　温泉健康館ゆーゆ温水プール
■対象者　高校生以上のかたならどなたでも参加できま

す。
■参加費　１,５００円（プール料金は別となります）
■その他　スポーツ保険（１,５００円）に加入してください。

参加人数が１０名に満たない場合は、開催しな
いこととなります。

■申込・問合先　温泉健康館ゆーゆ（�６２－４２４８）へ。

　６月１日現在で、事業
所・企業統計調査、商業
統計調査およびサービス
業基本調査が、全国一斉
に実施されます。この調
査は、統計法に基づいて
実施される国の重要な調
査です。
　調査員が、皆さまの事
業所に調査票をお届けし
ておりますので、ご協力
をお願いいたします。

■問合先　総務企画課へ。

長井ウィンドオーケストラ１０周年記念コンサート

３本のトランペットと
オルガンの調べ

参加者募集！

 調査票は届きましたか？

平成１５年度

個人情報登録件数 ５３８件個人情報登録件数 ５３８件

第27回住宅デー

♪

♪

■日　程　第１回目６月１８日�
第２回目８月２日�

■場　所　置賜生涯学習プラザ
（長井市）

■対　象　幼児、児童、生徒とその保
護者のかた

■内　容　子どもの発育に関する相談
■費　用　無料
■申込締切　第１回目６月４日�

第２回目６月２１日�
■申込・問合先
第１回目　県教育センター発達相談
受付専用電話（�０２３－６５４－６０６０）へ。
第２回目　教育委員会事務局へ。

個人情報保護制度の運用状況個人情報保護制度の運用状況
平成１６年度にこにこ相談平成１６年度にこにこ相談平成１６年度にこにこ相談
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　置賜３市５町で使用している指定ごみ収集袋に、資源ごみの小袋を追加し、ごみ袋の印刷色を種類
別にわかりやすく変更します。併せて、外袋のデザインもわかりやすくします。

【種類の追加】
　７月１日より、資源ごみの小袋を追加販売します。販売価格は、２５０円（１０枚入り）で、大きさは、
ほかのごみの小袋と同じです。色は、従来の資源ごみ袋と同じ橙色です。

【印刷色を大袋と小袋同じに】
　ごみ袋の種類が増えたため、種類ごとに印刷色を大袋と小袋で同じ色に整理します。

【外袋のデザイン変更】
　ごみ袋の種類がわかりやすいように、外袋のデザインを変更します。

【ご注意】
　印刷色を変更したごみ袋の販売時期は、販売店の在庫状況により異なりますのでご了承ください。
また、従来のごみ袋もこれまでどおりお使いいただけます。
■問合先　町民課町民生活係（内線２３５・２３６）へ。

　置賜広域行政事務組合では、地域づくりに
積極的な団体の活動費用の助成を行います。
　
■対　　象　「花」または「地域資源の再発見」

をテーマに広域的な地域づくり
に取り組んでいる、置賜地域で
活動している団体

■補 助 額　事業費の７割（限度額１０万円）
■申込方法　役場総務企画課に準備してある

申込用紙に、必要事項を記入し
申し込んでください。

■申込期限　６月２２日�必着
■申込・問合先　〒９９２－００１２　米沢市金池３
丁目１－５５　置賜広域行政事務組合（�
０２３８－２３－３２４６）へ。　

　山形県では、耐久性の高い住宅と県産木材を利用
する住宅を建設（購入）されるかたの住宅ローンに、
県内の金融機関、住宅金融公庫の協力を得て、利子
補給しています。
【利子補給の内容】

■融資限度額　２,５００万円
■利子補給率　０.５％（耐久性の高い住宅）

１.０％（耐久性が高く、県産木材を使
用した住宅）

■期　　間　３年間または５年間　　　　
■対　　象　３年固定金利、５年固定金利、

融資期間３５年以内
■申込期間　６月７日�から１８日�まで
■申込・問合先　山形県土木部建築住宅課

（�０２３－６３０－２６４０）へ。

～指定ごみ収集袋の種類の追加および変更のお知らせ～

よりよい伝波環境が豊かな情報生活を支えます
～電波はみんなの財産です。
ルールを守って正しく使いましょう～

■問合先　総務省東北総合通信局監視課
（�０２２－２２１－０６４１）へ。

総務省からのお知らせ

「電波利用保護週間」
６月１日～１０日６月１日～１０日

印刷色（大小とも同色）ごみ袋の種類

赤　色可燃ごみ袋

緑　色不燃ごみ袋

橙　色資源ごみ袋

住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロローーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度住宅ローン利子補給制度
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毎
月
第
一
・
三
水
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日　

　

時
〜　

時
（
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）

１３

１６

■
場　

所　

朝
日
生
命
ビ
ル

７
階
（
山
形
市
）

■
問
合
先　

山
形
自
動
車
保
険
請
求
相

談
セ
ン
タ
ー

（
�
０
２
３
―
６
３
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０
５
８
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）
へ
。　

無
料
交
通
事
故
相
談

広域的
な地域づくりを支援します

～指定ごみ収集袋の種類の追加および変更のお知らせ～



小国町役場　�０２３８－６２－２１１１　ＦＡＸ０２３８－６２－５４６４
小国町健康管理センター（健康福祉課） �６１－１０００　　子育て支援センター �６２－２３３０

お知らせコーナーお知らせコーナー

　年々増加する松くい虫の被害から
森林を守るため、松くい虫防除対策
研修会を開催します。

■日　時　６月８日�
１３：３０～１６：００

■場　所　米沢市万世コミュニティー
センター（米沢市八幡原）

■対象者　どなたでも参加できます。
■内　容　松くい虫被害のメカニズ

ム、松くい虫被害木診断
方法、松くい虫防除方法

■講　師　樹木医　山田寛爾氏
置賜総合支庁森林整備課
石山新一郎氏
西置賜ふるさと森林組合

■参加費　無料
■申込期限　６月４日�
■申込・問合先　置賜総合支庁産業
経済部森林整備課（�０２３８－２６－
６０６３）へ。

置賜地域
松くい虫防除対策
研究会開催

新町誕生50周年記念
あけぼの住宅団地特別分譲

■分譲区画　一般住宅地５区画
■販売条件　売買契約締結後３年以内に

住宅を建設されるかた
■募集期間　平成１６年６月１日～
　　　　　　平成１７年３月３１日
※月末で締め切り、応募者が複数の場合、
翌月１日に抽選を行い、決定します。
■販売価格

■申込・問合先
小国町土地開発公社（�６２－２１１１）

価　格面　積番号
４,５９１,２００円４５９.１２㎡ヒ
５,３７７,８００円５３７.７８㎡カ
４,９５１,７００円４９５.１７㎡キ
５,１４２,４００円５１４.２４㎡ク
５,８７４,１００円５８７.４１㎡ケ
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飯豊連峰トレッキング
参加者募集参加者募集参加者募集

飯豊連峰トレッキング飯豊連峰トレッキング

■日 時■日　　時 ７月２４日　７月２４日�� ８時～１７時　８時～１７時
■場 所■場　　所 飯豊連峰（石転び沢出会い）　飯豊連峰（石転び沢出会い）
■内 容■内　　容 ブナ原生林での森林浴とトレッキング　ブナ原生林での森林浴とトレッキング
■募集人員■募集人員 ２５名（先着順）　２５名（先着順）
■参■参 加 費加 費 ３　３,,０００円０００円
■申込期限■申込期限 ６月１２日　６月１２日��
■申■申込・問合先込・問合先 置賜森林管理署（　置賜森林管理署（�６２－２２４６）へ。６２－２２４６）へ。

白
い
森
仙
人
講
座

高
齢
者
学
習



広報おぐに　2004.6

20

　

今
月
は
、
セ
ス
ワ
ー
・
川
崎
恵
子

さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
「
当
店
は
、
婦
人
服
専
門
店
と
し

て
、
十
五
年
前
に
開
店
い
た
し
ま
し

た
。
以
来
、
国
内
の
有
名
ブ
ラ
ン
ド

を
中
心
に
、
最
新
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ス

タ
イ
ル
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
今
年
の
春
物
か
ら
は
、
新
た
な

ブ
ラ
ン
ド
を
取
り
入
れ
、
営
業
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　

私
ど
も
の
店
で
は
、
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て
い
る
現
在
、

専
門
店
と
し
て
支
持
を
受
け
る
た

め
に
、
お
客
様
の
要
望
に
き
め
細
か

く
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、
お
客

様
と
の
会
話
を
と
お
し
て
、
そ
の
か

た
に
合
っ
た
も
の
を
ご
提
案
し
て
お

り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
気
に
入
り
の

も
の
を
長
く
着
て
い
た
だ
き
た
い
―
。

そ
ん
な
願
い
を
持
っ
て
お
客
様
と
接

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
デ
ザ
イ
ン

物
の
カ
ッ
ト
ソ
ー
が
お
勧
め
で
す
。重

ね
着
な
ど
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ス
ト
レ
ッ
チ
素
材
を
使
っ
た
、

着
や
す
い
ス
ー
ツ
も
お
勧
め
で
す
。

　

商
品
を
見
る
だ
け
で
も
結
構
で

す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
店
へ

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。き
っ
と
、
あ

な
た
の
お
気
に
入
り
の
一
着
が
見
つ

か
る
は
ず
で
す
。こ
れ
か
ら
も
、お
客

様
の
ご
要
望
に
応
え
ら
れ
る
店
を

目
指
し
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」。
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セスワーの皆さん

人
口
の
う
ご
き 

誕生おめでとうございます。 
わかば 

若 山  舟　山　若　葉 
俊　喜 
葉　子 （ 

ひなた 

岩 井 沢  　　桐　陽　向 
研　二 
康　代 （ 

しょうた 

小 国 町  山　蒼　翔　太 
英　則 
真　理 （ 

らい 

小国小坂町 舟　山　　頼　 
泰　則 
優　希 （ 

 

小 国 町  小　山　う　た 
　剛 
紀　子 （ 

大 宮  
れい 

窓　橋　　怜 
繁　美 
美　香 （ 

小 国 町  
ようこ 

鈴　木　瑶　子 
靖　啓 
　愛 （ 

ももか 

兵 庫 舘  窓　野　桃　華 
和　徳 
里　奈 （ 

みかこ 

越 中 里  原　田　実花子 
裕　司 
敦　子 （ 

りりか 

小 国 町  窓　井　莉々果 
和　明 
ゆかり （ 

岩 井 沢  
しおり 

佐　藤　偲　織 
文　彦 
景　子 （ 

あけぼの  
 

瀬　齊　さくら 
知　倫 
篤　美 （ 

おくやみ申し上げます。 

人  口　男 … 4,902人（＋18） 
女 … 5,154人（＋28） 
計…10,056人（＋46） 

世帯数 　　3,291世帯（＋28） 
平成16年4月30日 

泉 岡  
小国小坂町  
舟 渡  
岩 井 沢  
岩 井 沢  
河 原 角  
小国小坂町  
種 沢  
片 貝  
兵 庫 舘  
大 石 沢  

(69) 
(85) 
(72) 
(85) 
(73) 
(90) 
(86) 
(82) 
(94) 
(87) 
(84)

結婚おめでとうございます。 

芹 出  
岩 井 沢  

加　藤　欽　一 
須　郷　絵理子 （ 

大 宮  
沼 沢  

遠　藤　昌　紀  
井　上　　恵　 （ 

小国小坂町 
秋 田 県  

斎　藤　　光　  
吉　田　里　美 （ 

小国小坂町 
岩 井 沢  

和　田　弘　樹 
佐　藤　千　秋 （ 

岩 井 沢  
若 山  

佐　野　　徹　 
木　村　麻　美 （ 

船　山　藤　一 
窓　橋　亀四郎 
　近　　喜　一 
加　藤　つ　る 
須　貝　奎　二 
井　上　彦太郎 
馬　場　は　な 
佐　野　　實　 
小　林　ハルエ 
加　藤　なつい 
岩　蒼　キ　チ 

　

特
集
の
取
材
で
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
働

い
て
い
る
皆
さ
ん
に
お
話

を
う
か
が
い
ま
し
た
。
一

生
懸
命
に
働
い
て
い
る
姿

や
そ
の
お
話
か
ら
、
生
き

が
い
を
持
っ
て
毎
日
を
有
意
義
に

過
ご
す
大
切
さ
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
取
材
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
井
上
）

　

先
月
号
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

▼
表
紙　
「
舟
山
知
浩
さ
ん
」
↓

「
舟
山
友
浩
さ
ん
」。▼
十
ペ
ー
ジ

町
の
組
織
案
内　
「
産
業
振
興
室
」

↓
「
地
域
産
業
室
」。
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